
一
、
本
書
の
編
纂
に
就
い
て
は
、
廉
務
・
教
務
・
生
徒
・
會
計
・
圖
書
・
鵠
操
各
課
保
管
の
書
類
、
寵
南
會
雑
誌
（
今
の
寵
南
）
各

種
の
會
誌
等
、
直
接
關
係
あ
る
も
の
は
勿
論
、
官
報
・
文
部
省
沿
革
略
・
文
部
省
年
報
・
學
制
五
十
年
史
等
の
官
記
、
國
民
教
育

漿
勵
會
編
纂
の
教
育
五
十
年
史
等
の
外
、
東
京
上
野
帝
國
圖
書
館
・
東
京
帝
國
大
畢
教
育
學
研
究
室
・
熊
本
縣
鴎
・
熊
本
城
阯
保

存
會

等
に

於
て

、
關

係
資

料
を

渉
猟

調
査

し
た

。

『
第
五
高
等
（
中
）
學
校
一
覧
に
於
て
、
誤
脱
と
恩
は
れ
る
も
の
は
固
よ
り
、
筍
も
法
規
に
關
す
る
も
の
は
、
一
應
、
官
報
又
は
法

規
類

纂
等

に
就

い
て

之
を

補
正

し
た

。
こ

れ
即

ち
本

書
と

一
覧

と
に

、
多

少
の

相
違

を
免

れ
な

い
所

以
で

あ
る

。

『
本
書
の
引
用
文
乃
至
記
述
等
の
出
典
は
、
そ
の
都
度
明
記
し
て
置
い
た
が
、
そ
の
必
要
を
認
め
な
か
っ
た
も
の
は
、
時
に
煩
を

例
言

五

「
本
書
は
、
第
五
高
等
學
校
開
校
五
十
年
記
念
會
の
一
事
業
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
、
書
名
は
、
十
時
會
長
の
意
見
に
従
っ

た
。
而
し
て
題
篭
・
題
字
・
序
文
は
、
本
校
の
歴
史
に
最
も
關
係
深
い
方
々
に
懇
囑
し
た
。
尚
、
去
年
の
秋
、
嘉
納
先
生
に
も
面

接
し
て
、
題
字
揮
毫
の
快
諾
を
得
た
の
に
、
不
幸
幽
明
界
を
異
に
す
る
に
至
っ
た
の
は
、
洵
に
敬
悼
の
情
に
堪
へ
な
い
次
第
で
あ

る
。

五
高
五
十
年
史

例
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例
一言

一ハ

避
け
た
も
の
も
あ
る
。
而
し
て
引
用
文
中
、
誤
解
の
虞
れ
あ
る
も
の
は
、
マ
、
若
く
は
原
字
を
労
書
し
て
、
な
る
べ
く
原
文
を
存

し
た
が
、
式
欝
・
祇
辮
等
の
假
名
は
片
假
名
に
、
龍
南
會
雑
誌
の
引
用
文
は
、
特
殊
の
一
一
三
を
除
き
、
平
假
名
に
統
一
し
た
。

且
、
具
申
書
・
通
知
。
掲
示
等
の
草
案
、
往
復
電
報
の
課
文
等
に
於
て
、
明
か
に
誤
脱
と
恩
は
れ
る
も
の
に
は
、
或
は
假
名
の
濁

鮎
を
加
へ
、
或
は
句
読
を
施
し
て
、
鐇
讃
理
會
に
便
な
ら
し
め
た
も
の
も
あ
る
。

『
皇
室
關
係
以
外
の
人
名
に
は
、
氏
を
以
て
尊
稀
に
代
へ
、
悉
く
敬
語
を
略
し
た
が
、
時
に
は
叉
、
尊
稲
敬
語
共
に
省
い
た
場
合

も
あ
る
。
統
一
を
駅
く
の
憾
み
は
あ
る
が
、
文
勢
の
然
ら
し
び
る
所
、
敢
て
他
意
に
出
で
尤
も
の
で
は
な
い
。

一
．
外
國
人
名
、
外
國
書
目
の
類
は
、
凡
て
原
文
に
従
っ
た
た
め
、
梢
均
齊
を
失
し
て
ゐ
る
も
の
も
あ
る
。
又
、
記
述
中
の
固
有
名

詞
・
教
科
書
目
・
學
科
課
程
等
の
間
に
は
、
夫
々
・
を
附
し
た
が
、
前
後
の
關
係
上
、
，
を
以
て
し
た
も
の
も
あ
る
。
校
正
の
際
、

そ
れ
等
の
遺
漏
を
發
見
し
て
も
、
行
数
の
都
合
上
、
看
過
し
た
も
の
も
あ
る
。

一
、
用
語
中
、
統
一
を
欲
い
で
ゐ
る
も
の
も
少
く
な
い
。
例
へ
ば
、
記
念
の
記
は
、
原
文
が
紀
に
な
っ
て
ゐ
る
も
の
は
そ
の
ま
輯
に

し
、
周
・
週
の
字
も
同
様
で
あ
る
。
選
學
の
選
・
記
憶
の
億
の
如
き
、
原
文
が
夫
々
撰
・
臆
に
な
っ
て
ゐ
て
も
、
誤
解
の
虞
れ
の

、
、
ｐ

な
い
も
の
は
、
一
々
マ
、
を
附
し
な
か
っ
た
。
そ
の
を
現
す
其
り
わ
か
を
現
す
我
若
く
は
吾
等
に
は
、
時
に
は
夫
冷
の
・
か
を
加

へ
、
時
に
は
そ
れ
等
を
省
い
た
。
世
間
に
併
用
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
及
・
竝
も
、
原
文
に
な
い
も
の
は
そ
の
ま
影
に
し
、

記
述
に
は
、
頭
書
字
数
の
都
合
上
省
い
た
も
の
の
外
、
夫
々
び
・
に
を
附
し
た
。
而
し
て
漢
字
は
、
歴
史
性
と
肚
會
性
と
に
鑑

み
、
出
来
る
だ
け
正
文
を
採
っ
て
、
誤
用
俗
鵠
を
避
け
た
。

騨鵜〕・礎（蝋洲）・鰍（総馴）・瞬臘》卿）・轌懸）・弾（謹査）・鐘（総況）鱒（実）叱戦（俗準）・餅（俗戯）識（俗議）

ふ
る
し
ろ

－
、
資
料
の
調
査
整
理
に
於
て
、
最
も
時
口
円
を
要
し
た
も
の
は
、
古
城
時
代
、
任
命
順
職
員
一
覧
表
、
各
種
の
統
計
表
等
で
あ
っ

た
。
何
れ
も
正
確
を
期
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る
が
、
遺
漏
誤
謬
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
故
に
若
し
他
日
そ
れ
を
發
見
し
た
時
は
、
他

の
諸
項
の
内
容
と
同
じ
く
、
五
高
同
窓
會
報
の
餘
白
を
仮
・
り
て
、
補
正
し
た
い
と
老
へ
る
。
而
し
て
右
所
録
の
人
名
は
、
本
校
部

を
主
艦
と
爲
し
、
且
、
属
の
如
き
は
、
新
校
移
韓
ま
で
と
、
昭
和
士
一
年
以
外
は
、
之
を
入
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
等
の
人
々
に
對

し
て
は
、
恂
に
相
濟
ま
い
次
第
で
あ
る
が
、
事
惰
已
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
且
叉
、
原
籍
竝
に
生
年
を
加
へ
た
か
つ
た
が
、

不
明
の
分
も
少
く
な
い
の
で
、
悉
く
之
を
割
愛
し
た
。
是
は
、
縛
校
事
件
・
端
艇
事
件
・
盟
休
事
件
等
、
寵
南
秘
話
と
も
瀞
す
べ

き
も
の
を
詳
記
す
る
こ
と
が
、
關
係
諸
氏
に
對
し
て
禮
儀
を
失
し
、
故
人
に
鞭
つ
の
恩
が
す
る
の
で
、
僅
に
一
一
一
行
若
く
は
数
行

を
嘗
て
た
こ
と
、
豫
算
の
少
額
、
物
債
の
嶬
貢
等
の
た
め
、
相
當
努
力
し
て
蒐
集
摘
記
し
た
凡
て
を
輯
録
し
得
な
か
っ
た
こ
と
、

個
人
の
編
述
で
な
い
た
め
、
結
語
に
於
て
、
意
の
ま
シ
に
論
評
を
下
し
得
な
か
っ
た
こ
と
、
及
び
一
身
上
の
都
合
に
因
・
り
、
推
敲

洗
練
、
一
一
一
た
び
稿
を
改
め
て
、
充
分
整
備
す
る
の
邊
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
と
共
に
、
私
の
基
だ
遺
憾
と
す
る
所
で
あ
る
。

『
挿
入
の
篇
眞
に
就
い
て
は
、
曾
て
同
窓
會
員
諸
氏
に
對
し
、
書
面
又
は
會
報
を
以
て
、
貸
與
通
知
方
を
申
出
で
た
が
、
古
い
時

代
の
も
の
は
、
餘
・
り
手
に
入
ら
な
か
っ
た
。
人
物
中
、
本
校
と
直
接
開
係
な
い
も
の
は
、
森
・
井
上
一
一
文
相
で
あ
る
が
、
高
等
學

例
言

七

、
、

等
の
如
き
そ
れ
で
あ
る
。
但
、
到
着
の
着
・
些
少
の
此
一
一
等
は
、
肚
會
性
に
徴
し
て
、
誤
字
と
知
・
り
な
か
ら
、
例
外
と
し
て
之
を
使

用
し
た
。
若
し
夫
れ
句
讃
黙
の
附
し
方
は
、
現
代
の
邦
文
に
於
て
、
最
も
飢
雑
を
極
め
て
居
り
、
國
定
教
科
書
に
於
て
す
ら
、
疑

ひ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
に
在
，
り
て
は
、
専
ら
筆
の
勢
に
任
せ
た
も
の
で
、
必
ず
し
も
一
家
の
私
見
に
擦
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
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『
庶
務
課
保
管
の
卒
業
式
（
後
の
告
別
式
・
紋
別
式
）
、
記
念
式
等
の
式
鮮
・
覗
瀞
、
圖
書
館
所
藏
の
寵
南
會
雑
誌
の
合
本
は
、

唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
凡
て
を
本
書
に
載
録
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
あ
り
、
之
が
複
本
の
必
要
を
認
め
た
の
で
、
前

者
は
そ
の
全
文
を
篤
し
、
後
者
は
そ
の
全
部
の
目
次
と
内
容
の
一
部
と
を
録
し
、
他
日
製
本
の
上
、
同
窓
會
に
於
て
保
存
す
る
こ

と
と
し
た
。
而
し
て
該
抄
録
の
如
き
は
、
好
む
所
に
偏
し
、
求
む
る
所
に
侍
し
た
嫌
ひ
は
あ
っ
て
も
、
無
き
に
勝
る
と
老
へ
る
。

『
昨
秋
は
習
學
寮
史
、
今
春
は
熊
本
高
等
工
業
學
校
沿
革
史
の
刊
行
を
見
、
今
效
に
本
書
が
編
述
さ
れ
た
の
で
、
残
る
も
の
は
、

長
崎
瞥
科
大
學
史
及
び
龍
南
會
史
で
あ
る
。
中
に
就
い
て
龍
南
會
は
、
來
ろ
昭
和
十
六
年
十
一
月
三
日
を
以
て
、
創
立
五
十
周
年

を
迎
へ
る
の
で
、
本
校
の
歴
史
を
完
成
す
る
た
め
に
も
、
龍
南
會
五
十
年
史
の
編
纂
を
認
望
し
て
已
圭
ぬ
。

一
、
本
書
の
編
纂
は
、
去
る
昭
和
十
一
年
正
月
を
以
て
私
に
一
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
刊
行
が
、
往
々
数
人
の
手
に

成
り
、
所
謂
寄
木
細
工
と
な
る
傾
向
が
あ
る
の
で
假
令
管
見
に
失
す
る
嫌
ひ
は
あ
っ
て
も
、
編
纂
の
旨
趣
、
記
述
の
態
度
等
を

一
貫
せ
し
む
る
た
め
，
本
年
三
月
十
日
、
甫
草
を
了
る
ま
で
、
敢
て
濁
自
の
立
場
を
堅
持
し
て
來
だ
。
さ
り
な
が
ら
、
自
ら
顧

み
て
見
聞
の
狹
少
と
責
任
の
重
大
と
を
疑
え
た
の
で
、
負
託
の
直
後
よ
り
、
五
高
同
窓
會
の
十
時
會
長
は
勿
論
、
校
内
理
事
た
る

白
壁
櫟
次
郎
・
入
波
則
吉
・
山
形
元
治
。
松
尾
精
一
・
田
中
辰
一
一
・
上
田
英
夫
・
池
田
一
幸
・
藤
田
繁
一
・
菅
野
寅
夫
・
竹
原
東

一
・
小
山
直
之
・
竹
下
直
之
の
諸
教
授
に
援
助
批
正
を
乞
ひ
、
本
校
各
課
竝
に
同
窓
會
事
務
の
諸
氏
や
、
龍
南
會
各
部
長
諸
氏
を

煩
は
し
た
こ
と
も
少
く
な
吃
殊
に
、
古
城
の
實
地
踏
査
や
熊
本
城
阯
保
存
會
等
に
屡
次
同
行
さ
れ
た
池
田
教
授
、
校
正
の
た
め

貴
重
な
る
時
間
を
割
か
れ
た
池
田
・
竹
原
・
小
山
・
竹
下
の
諸
教
授
、
昭
和
十
一
年
七
月
よ
り
満
二
年
の
間
、
筆
耕
に
製
表
に
精

勵
格
勤
せ
る
緒
方
正
始
君
、
篇
眞
・
記
録
等
を
寄
贈
又
は
貸
與
さ
れ
た
諸
氏
蘭
本
校
一
覧
そ
の
他
の
複
葛
を
助
成
さ
れ
た
熊
木
馨

科
大
學
教
授
尾
崎
正
道
氏
、
種
々
懇
切
な
る
肋
一
一
一
一
口
を
寄
せ
ら
れ
た
初
代
熊
本
縣
立
熊
本
中
學
校
長
野
田
寛
先
生
、
印
行
に
就
い
て

特
別
の
便
宜
を
與
へ
ら
れ
た
凸
版
印
刷
株
式
會
肚
仁
對
し
て
、
深
遠
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
十
一
一
一
年
戊
寅
十
一
月
二
十
日

例
一一口

八

校
の
歴
史
に
於
て
、
殊
に
本
校
の
歴
史
に
於
て
、
そ
の
必
要
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
一
別
校
長
竝
に
秋
月
教
授
の
肖
像

は
、
在
職
鴬
時
の
風
聿
を
偲
ぶ
意
味
に
於
て
、
生
徒
圖
雲
晶
圃
覺
室
に
掲
げ
て
あ
る
も
の
を
複
寓
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
。
歴
代
校

長
在
職
中
の
筆
蹟
を
も
網
羅
し
た
か
っ
た
が
、
意
の
如
く
な
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
一
般
職
員
の
肖
像
は
、
記
事
と
關

係
も
あ
り
、
閲
覧
室
に
掲
げ
て
も
あ
る
杉
山
・
平
塚
一
一
教
授
の
で
す
ら
割
愛
し
た
に
拘
ら
ず
、
卒
業
生
中
、
箪
身
の
惠
利
氏
だ
け

を
入
れ
た
の
は
、
．
武
夫
原
而
声
」
が
、
恰
も
校
歌
の
如
く
龍
南
人
に
親
し
ま
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
因
み
仁
作
曲
者
は
、
各
方

面
に
照
合
し
て
見
た
が
、
確
證
を
得
な
か
っ
た
の
で
、
之
を
他
日
に
残
す
こ
と
と
し
た
。

｜
、
本
書
編
纂
の
労
、
必
要
鉄
く
べ
か
ら
ざ
る
本
校
一
費
の
妖
本
を
楠
ふ
こ
と
に
努
め
た
結
果
、
或
は
之
を
慶
棄
品
中
に
見
出
し
、

或
は
個
人
の
寄
贈
を
受
け
、
或
は
上
野
帝
國
圖
書
館
よ
り
借
用
複
篇
し
て
、
全
部
を
纏
め
得
た
こ
と
は
、
豫
期
せ
ざ
る
收
穫
で
あ

つ
た
。
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